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１. はじめに 

2009年にDavid Kappos氏がUSPTOの長官に就任して以来、特許出願のAllowance Rate

が着実に上昇してきました。就任当初、Kappos氏にとっての特許の品質とは、良くない特許は発

行されるべきではなく、適正な権利範囲の発明は許可されるべきであるということを意味していま

した。長官の考え方や理論はUSPTOに浸透してきました。 

以下は、米国の特許弁護士によるAllowance Rateに関する解析結果です。*1 
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*1 LINK: http://www.patentlyo.com/ 

米国特許出願における特許登録率の増加と放棄率の減少 


